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「青年の言動は，客観的な環境だけでなく，きわめで主観的な，生活感情とでもよぶべき も
のによって，左右されてい2」という見解に立って，わfわれは，学生理解のための一つの方
法を確立するために，生活感情の研究に着手した。第I報では，入学まもない時点での女子学
生の生活感情について調査し，その結果を報告した。
本研究は，第I報で十分明らかにし得なかった点を追究する形で企画されたものである。す
なわち，①入学初期は生活環境の変化が大きいだけに，生活感情の動揺も激しいのではないか，
②第I報の調査時点がいわゆる“五月病” の発生時期と一致する点で，生活感情の変化をとら
えることを主眼とする調査が必要ではないか，という考えに基づいている。
そこで本研究は，第I報と同様に女子短大生を対象に，入学当初の4月と 2か月後の6月の
2回，同一方法で調査を実施し，次のような点を明らかにしよう とした。
① わずか2か月間ではあるが，生活感情はかな り変化するのではないか。 それは，どのよ
うな傾向の変化か， またどのよう な要因と関係があるといえるか。これらを，入学志望 ・学科
所属などの観点からも分析してみる。
② “五月病”の存在が一般的なものとして，新入学生日認められるかどう か。五月病とは
「大学に入学した直後，学生が虚脱 ・無気力状態になること」であるが，われわれの採用した
尺度では 「充実一空虚尺度jで空虚感を強める形で確認されるものと予想される。はたして，
予想通りの結果が得られるであろうか。
なお，われわれの一連の研究でいう 「生活感情」 とは，次のよう な意味である。
一般に，生活においてかかわり をもっ様々な事柄に対する一般的で抽象的な態度体系を「生
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活態度」というが，その認識的側面は「生活意識J，その情緒的側面は「生活感情」とよぶこと
ができる。この場合，生活感情は，生活に対するムード的な特徴をもち，全体感情とでもいう
べき広がりと持続性をそなえているといえる。仕事や生活に対する意見や現状の認知とは異な
り，漠然としているのであるが，生活全体をいろどっていると考えられる側面であり，人間の
行動を理解する上で決して軽視されてはならない面である。
E 方 法
1. 「生活感情尺度」の構成
われわれが一連の研究で採用した「生活感情尺度」については，すでに第I報で述べたので，
ここでは最小限の説明にとどめる。
「生活感情尺度」は，①連帯孤独 (lo項目），②安定 不安定（10項目），③充実一空虚 (lo
項目）の三つの尺度で構成されている。各項目は左右が対になった形容詞で，それぞれについ
て，与えられた刺激語・ 『現在の私』を心に描き，自分のありのままの気持ちに従って，①～
⑦の 7段階のどこかに位置づけさせるものである。
（例）にぎやかな一一ーさみしい（①非常ににぎやかな，②かなりにぎやかな，③ややにぎや
かな，④どちらでもない，⑤ややさみしい，⑥かなりさみしい，⑦非常にさみしい）
実際の調査票は省略し，尺度・項目の構成のみを整理して示すと，図 1のようになる。
調査票は， 2時点、の比較を可能にするために，記名法とした。分析的検討のため，所属学科
．志望程度なども併せて記入させた。
2.対象および実施方法
第I報と同様な対象群で検討を加える意味で，女子短大生を対象とした。また，分析的検討
のため，学科数・対象者数を多くするように配慮した。実際には， 2大学，6系統学科の学生
に実方包した。
実施時期は入学初期とし，まず入学当初の生活感情をとらえるために 4月中旬に第 l回目を，
大学生活の初期体験後の生活感情をとらえるために 6月中・下旬に第 2回目を，同一対象群に
ついて実施した（いずれも昭和57年）。
2回とも実施できた有効回答は 879であった。入学志望別・所属学科別対象者の構成は表 l
に示す通りである。
3.結果の処理
各項目のポジティブな方を左側に，ネガティブな方を右側に変転し，左側から各段階に 7,
6, 5, 4, 3, 2, lの評定点を与えた。すなわち，ポジティブな回答であるほど高い評定
点、になるようにしたのである。
上述のように， 三つの尺度はそれぞれ10項目からなる。したがって，各尺度は10～70の範囲
の得点となる。ポジティブな方にもネガティブな方にも偏らない中央値（「どちらでもない」）
は評定点が4であるので，各尺度の中央値は40点ということになる。
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図1 生活感情尺度の尺度 ・項目の構成
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表1 対象者の入学志望別 ・所属学科別構成
よぶ三竺 大一学志望も学科も第 大科学は第一志志望学は第二 犬科学は第二志志望学は第一 一大一学τ’o士、せ三もE学科も第 言十 （%） 
家 政 系 134 39 42 75 290 ( 33. 0) 
美 体I 系 59 1 19 6 85 ( 9.7) 
体 育 系 77 6 19 5 107 ( 12. 2) 
教 育 系 193 。 66 14 273 ( 31. 0) 
看 護 系 61 11 1 4 77 ( 8.8) 
医療技術系r言か、 24 13 1 9 47 ( 5.3) 
計 （%） 548 (62.3) 70 ( 8.0) 148 (16. 8) 113 (12. 9) 879 (100. 0) 
（注）①衛生技術学科及び作業療法学科
すべてを合算した全尺度合計は， 3尺度（30項目）からなるのであるから，30～ 210の範囲
の得点とな り，中央値は 120点ということになる。
以上のような点数化の上で， ①女子学生全体， ②入学志望別，③所属学科別，④その他とい
う順序で結果の分析・検討をおこなった。
ID 結果および考察
1.女子学生全体の生活感情の変化
(1）全尺度合計の変化
まず，女子学生全体の全尺度合計からみてみよう。表2に示すよ うに，生活感情の全体像を
あらわす全尺度合計は，入学直後の 4月の時点では平均 139.49 である。 「方法」で述べた中
央値 120点を基準にすると，女子学生全体の入学当初の生活感情はややポジテイブな方向にあ
ると いえる。すな わち，彼女らは自己観察を通して，自分を肯定的，積極的な生活感情の持
主とみているのである。
約2か月 を経過した 6月の時点の女子学生全体の全尺度合計は 139.61 であ り，ごくわずか
ではあるが増加した結果となっている。したがって，入学当初とほとんど変わりない生活感情
にあるといえる。
表2 女子学生（N=879）の平均値及び標準偏差
よ止とJ 全尺度合計 連帯一孤独 安定一不安定 充実一空虚
4 月 139. 49 (19. 15) 45. 48 (7. 16) 45. 87 ( 6. 59) 48. 14 (8. 26) 
6 月 139. 61 (20. 27) 46. 50 (7. 48) 45. 75 (6. 80) 47. 37(8. 49) 
平（6均月－値4の月）差 十0.13 +1.02 -0.13 -0.77 
相関係数 0.526 0.549 0.506 0.486 
平均値の差の N. S. P<. 001で有意 N. S. P<. 01で有意検定結果
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もちろん，この比較は全体を平均化してみた場合のものであって， 表3に示すよう に個別的
にみると，大きく変化している者も少なくない。
なお，両時点の関連は，表2の相関係数から判断されるように，かな りの相関がある （つま
り，本質的な関係がある）といえる。
(2）各尺度の変化
この結果を尺度別に検討してみると，表2
に示すような内訳と なっている。各尺度の中
央値は40点であるから，いずれの尺度もやや
ポジティブな方向にある。女子学生は自分を，
周囲の人と連帯を保ち， 心身が安定しており，
毎日の生活にも充実感をもっている，と評価
しているのである。
3尺度聞の比較から，4月の時点で， 充実
一空虚尺度の得点が他の2尺度のものよりも
有意な差をもって高くな っている（表4の上）。
これは，入学当初の希望に満ちた前向きの姿
勢のあらわれであろう。
2か月間の変化をみてみると，統計的に有
意な差を伴って，連帯一孤独尺度が増加し，
充実一空虚尺度が減少している（表2）。つま
り， 2か月間の大学生活の結果，新しい人間
関係の中で連帯感をもてるようになったので
表3 女子学生全体の全尺度合計の変化
市＂－て イヒ 6月－4月 人数 （%）
i威 少 ～ 18 132 (15, 0 ) 
-17 ～ー11 88 (10. 0 ) 
-10 ～ －4 137 (15.6) 
不 変 - 3 ～＋ 3 158 (18. 0 ) 
+ 4 ～＋10 132 (15. 0 ) 
+11 ～十17 85 ( 9. 7 ) 
増 加 +18 ～ 147 (16. 7) 
言十 879 (100. 0) 
平均 値及び標準 偏差 +0.13 (19.18) 
表4 表2の平均値の差の検定
(4月時点） 連帯孤 独 充実一空虚
安定一不安定 N. S. P<. 001で有意
充実一空 虚 P< .001で有意
( 6月時点） 連帯一孤 独充 実一空 虚
安定不安定 P<. 01で有意 P<. 001で有意
充 実一空 虚 P<.01で有意
あるが，反面，虚脱感・無力感、といったものに悩まされるようにな り，入学当初ほどには充実
感をもてない状態になっている。
6月の時点、では，3尺度聞で有意な差が認められる ような結果と なっている（表4の下）。
2時点の相聞は， 3尺度聞に大きな差は認められないが，連帯 孤独尺度で最も高い結果と
なっでいる。
(3) “五月病”の検討
ここで，五月病の存在についても検討しておこう。
いわゆる “五月病”は，短期的にと らえる場合と長期的にと らえる場合とがあるが，新入学
生に現われるとされる短期的なものに限って検討する。短期的にとらえる五月病は，新入生が
大学生活を l～2か月送ったところで，大学に抱いていた期待と現実とのギャ ップに気づいた
り（期待感が失望感・幻滅感に変わる），新しい生活や勉強になじめなかった り（緊張感・ 不適
応感が高まる）する結果生じる，と説明されている。もし，一般的なものとして五月病が存在
するとすれば，充実空虚尺度の得点が減少し，ネガテイブな傾向を強めることになるはずで
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ある。
すでに表2でみできたように，入学当初，充実一空虚尺度は3尺度中で最も高い得点を示し
た。この結果は， 希望をもって入学し，張り切って大学生活をスター卜した時点のものと考え
れば，当然の姿といえよう。
それが， 2か月後の 6月の時点では，減少した結果となっている（表2）。 つまり， 不刀アイ
ブ（否定的， 消極的） な傾向を示したわけである。したがって， 充実感が弱まる形ではあるが，
五月病の存在を裏付ける結果が得られたといえる。期待をもって張り切っで大学生活を始めた
だけに，現実の学生生活にはむな しさを感ぜ、ずにはおれないのであろう。
2.入学志望別にみた生活感情の変化
以上にみてきた女子学生全体の生活感情を入学志望別に分けて検討した場合，どのよ うな差
異が認められるであろうか。同じ大学，同じ学科に入学した学生であっても，志望通りの入学
であったかどうかによって大学生活に対する期待や気構えが違う であろうし， また実際に大学
生活を送つての感じ方 ・受けとめ方も違うであろう。このような想定に立って， あらかじめ記
入を求めておいた入学志望の内容によって全対象者を次の四つに分け，検討を試みることにし
ょう。
① 
② 
大学も学科も第一志望……在学している大学 ・学科とも第一志望であった。
大学は第一志望，学科は第二志望……在学している大学は第一志望であったが，
第二志望 （第三志望等を含む） で、あった。
学科は
③ 大学は第二志望，学科は第一志望……在学している大学は第二志望（第三志望等を含む）
であったが，学科は第一志望であった。
④ 大学も学科も第二志望……在学している大学も学科も第二志望 （第三志望等を含む） で
あった。
(1) 全尺度合計の変化
入学当初の生活感情は，第一志望で入学してきた者の方が第二志望で入学してきた者よりも
ポジティブで、あると考えられる。願望が実現した状態にあるとき，人の感情は爽快な気分にお
おわれ， 開放的，楽観的になるからである。そうだとすれば，大学も学科も第一志望であった
群が最も高い得点を示し， 大学か学科かのどちらかが第二志望の群は中間の得点を示し，大学
も学科も第二志望であった群は最も低い得点を示すと予想される。
まず，4月の時点の全尺度合計からみでみる（表5）。大学も学科も第一志望であった群が最
も高く141.72で，大学も学科も第二志望であった群が133.26で最も低い。どちらかが第二志望
であった群は中間に住置するのであるが， 学科が第一志望であった群の方が大学が第一志望で
あった群よりも高い。これらの結果は，傾向としては前述の予想を裏付けるものがあるが，平
均値の差の検定結果（表6の上）では，大学も学科も第一志望であった群と他の3群との聞に
有意差が認められるにとどま っている。
6月時点との比較で変化をみると，表5に示すよ うに，大学が第一志望であった 2群ではネ
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表5 全尺度合計の入学志望別平均値及び標準偏差
調＼＼査時入，'2学志＼望＼ 一大学志望も学科も第 学大科学（nは＝第7一二0)志志望 大科学（nは＝第1二志望 二大志学（n望も＝学l科も第主寸当ー与 4一8)，τじt、t三謂正
(n=548) 13) 
4 月 141, 72(19, 16) 135, 79 (16, 95) 137,70 (18,23) 133,26 (19. 70) 
6 月 141.03 (20,05) 135. 46 (21. 32) 138.78 (20. 10) 136 .41 (20, 33) 
平均値の 差 0.69 0.33 +L08 +3.15 ( 6月－4月
相関係数 0.539 0.400 0.494 0.538 
平均値の差の
検定結果｜ N. S, N. S. N. S. N. S, 
表6 表5の平均値の差の検定結果
月 時点） 大一学志望も学科も第 二大学志望も学科も第 大科学は第二志望学 は第一志望
大学は第一志望，学科は第二志望 P<. 01で有意 N. S. N. S. 
大学は第二志望，学科は第一志望 P<.05で有意 N. S. 
大学も学科も第二志望 P<. 001で有意
( 6 月時点） 大一志学望も学科も第 大一－一τd学七〉亡三も河豆学科も第 大学科は第二志望学は第一
大学は第一志望，学科は第二志望 P<.05で有意 N. S. N. S. 
大学は第二志望，学科は第一志望 N. S. N. S. 
大学も学科も第二志望 N. S. 
ガテイブな方向へ， 大学が第二志望であった 2群ではポジティブな方向への変化が認められる。
しかし，いずれも統計的には有意な差とはなっていない。
また，最も高い得点を示していた群で減少が大きく ，最も低い得点を示していた群で増加が
大きかったことから、対象群聞の差が詰ま り， 6月の2時点では 2群聞で有意差カf認められる
にすぎない （表6の下）。
2時点の相聞は， 大学も学科も第一志望，大学も学科も第二志望であった群において高い傾
向にある。
(2）各尺度の変化
前述の全尺度の変化は， 3尺度に一様に認められるのか， それとも尺度によって異なるのか。
この点を検討することによって，変化の内容がいっそう詳細に明らかにされるであろう。そこ
で次に，各尺度の得点を調べてみよう。
4月の時点の全尺度合計で認められた「大学も学科も第一志望であった群の得点が最も高く，
大学も学科も第二志望であった群の得点、が最も低いjという傾向は3尺度に共通して認められ
るので，ここでは，4月から 6への変化を中心に調べることにする（表7～ 9）。
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表7 連帯一孤独尺度の入学志望別平均値及び標準偏差
よ~ 大一志学（n望も＝学54科8)も第 大科学は第一志志望学は第二n=70) 大学科学（nは＝第14二一8)志志望 二大志学（n望も＝学11科3)も第
4 月 46. 28 (7. 00) 44. 57 (7. 06) 44. 45 (7. 11) 43.48 (7.45) 
6 月 47.03 (7.39) 44. 89 (7 .46) 46. 18 (7. 78) 45.33 (7.29) 
平（均値の 差） 
6月一4月 十0.75 +0.32 +1. 73 +1.85 
相関係数 0.548 0. 461 0.545 0.577 
平均疋値の差の
検 結果 P<. 05で有意 N. S. P<.01で有意 P<.01で有意
表B 安定一不安定尺度の入学志望別平均値及び標準偏差
ょ~ 大学J三r、：三も~学54科8)も第 大学科学（nはz第70一二）志望 大科学は第二志望 大二学志（n望も＝学11科3)も第学 は第一志望(n=l48) 
4 月 46.40 (6.53) 44.19 (5.49) 46. 08( 6.91) 44. 12( 6. 67) 
6 月 46. 04 (6. 70) 44. 36 (6. 81) 45.97 (6.99) 44. 89 (6. 93) 
平（均値の）差
6月－4月 -0.36 十0.17 0.11 +o. 77 
相関係数 0.518 0.344 0.513 0.493 
検平均定値の結差の果 N. S. N. S. N. S. N. S. 
表9 充実一空虚尺度の入学志望別平均値及び標準偏差
＼調＼査＼時J点入学＝＼志望＼ 大ペ学τtム（、n亡三もE＝学54科8)も第 大学はn土＝第7二一0)志志望 大学科（は第二一48志）望 二大学志（望nも＝学1科13)も第学科l 学は
n=l 
4 月 49. 05 (8. 26) 47. 03(7. 63) 47.17 (7. 77) 45. 66 (8. 61) 
6 月 47. 96 (8. 36) 46. 21 (9. 18) 46.64 (8.41) 46.19 (8. 56) 
平（均値の 差） 
6月 4月 1. 09 -0.82 -0.53 十0.53
相関係数 0.507 0.397 0.450 0.314 
平均疋値の差の
検 結果 P<.01で有意 N. S. N. S. N. S. 
連帯孤独尺度では，4群とも増加しており， 3群で有意差も認められる（表7）。いずれの
群の学生も，4月の時点ですでに中央値40点を上まわる得点を示していたのであるが， 2か月
の大学生活後さらに連帯感を増したといえ る。
安定一不安定尺度では，学科が第一志望であった 2群で減少傾向がみられ，学科が第二志望
であった 2群で増加傾向がみられるが， いずれの群の変化も有意な差ではない （表8）。
充実空虚尺度では，大学も学科も第二志望であった群が増加しているが，他の3群では減
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少しており，特に大学も学科も第一志望であった群で著しい（表9）。 この尺度は，4月の時点
では4群とも他の尺度より高い得点を示していたものである。 すなわち，入学当初， 一様に連
帯感・ 安定感よりも充実感が高かったわけで，この減少が著しい点に注目する必要がある。
特に，全対象者の6割以上を占める（大学も学科も第一志望で入学してきた）意欲的な学生
に，入学後間もなく 生活感情のネガティブ化がおこ り，それが充実感の減少という形をとって
いるだけに，問題視して受けとめなければならないであろう。
以上の検討から，五月病様症状に陥る者は大学も学科も第一志望であった者に多い，という
ことが明らかになった。
3.所属学科別にみた生活感情の変化
角度を変えて，女子学生全体の変化を所属学科別に分けで検討した場合，どのまうな差異が
認められるであろう か。同じ短大であっても，学手ヰ・専門コースによって学ぶ内容は大きく異
なり，それぞれに特色があるのであるから，それを選んで入学してくる学生にも特徴があり，
生活感情においても違いがあるであろう。このような想定のもと に実施された第I報の分析で
は，大ざっぱにではあるが，専攻の遠いによる生活感情の差異が市在認された。本研究でも，同
じ分析方法で検討を加えてみたい。
(1) 全尺度合計の変化
4月の時点で，全尺度合計は看護系が 146.18で最も高く，以下，教育系，家政系，美術系，
医療技術系と低くなり，体育系が 130.3町：、最も低い（表10）。 いずれも中央値 120点を上まわる
のであるが，学科聞に相当の差が認められ， ①看護系 ・教育系，②家政系 ・美術系 ・医療技術
系，③体育系がそれぞれ一群をなす形で，統計的に有意な差が認められる（検定結果は省略）。
6月時点との比較で変化をみると，表10からわかるように，生活感情得点は，体育系と家政
系で増加，その他の4学科で減少という結果になっている。 しかし，有意な差となっているの
は，体育系と医療技術系の 2学科においてである。
各学科聞に以上のような差異が認められることについて，これを解釈し意味づける手立てを
われわれは十分もち合わせていないので，ここでは差異が認められることの指摘にとどめ，他
資料との比較検討など今後の研究の成果を待って取り上げたい。
表10 全尺度合計の所属学科別平均値及ひ標準偏差
立主！：体育系 医療（n＝技47術） 系 美術 系 家 政系 教育系 看 ＝護77)系(n=l07) (n = 85) (n=290) (n=27め
4 月 130. 30 (22. 40) 136. 79 (17. 64) 137. 65 (17. 42) 138. 32 (17. 37) 143. 47 (19. 20) 146. 18 (16. 97) 
6 月 136. 31 ( 20. 63) 130. 79 (21. 80) 135. 18 (21. 56) 139. 90 (18. 35) 142. 56 (19. 95) 142. 94 (22. 59) 
平（6均月値一の4月差） +6.01 -6.00 -2.47 +1.58 -0.91 -3.24 
相関係数 0.564 0.746 0.415 0.445 0.500 0.614 
平均値の差 P<.01で有意 P<.01で有意 N. S. N. S. N. S. N. S. の検定結果
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(2）各尺度の変化
2節と同様に，3尺度に分けて，全尺度合計の検討を深めてみる。
連帯一孤独尺度では，体育系・教育系 ・家政系・ 美術系が増加し，医療技術系 ・看護系が減
少している （表11）。このうち，統計的に有意差が認められるのは体育系・教育系・家政系の 3
学科で，これらの学科の学生は，2か月の問に連帯感を強めたというこ とができる。
安定一不安定尺度では，体育系・家政系が増加し，他の4学科が減少している（表12）。 しか
し，有意差は体育系のみで認められる。すなわち，体育系の学生が安定感を高めたといえる。
充実一空虚尺度では，体育系・家政系が増加し，他の4学科が減少している（表13）。 有意差
表1 連帯 孤独尺度の所属学科別平均値及び標準偏差
主主主体育系 医療技術系 美術系 家 政系 教育系 看護 系(n=l07) =47) (n=85) (n=290) (n=273) (n=77) 
4 月 44. 19 (7 .45) 42 .85 (7 .23) 43 .25 (7 .07) 45 .44 ( 6 .86) 46 .73 (6 .86) 47 .01 (7 .53) 
6 月 46 .64 ( 6.55) 41.98 (7 .76) 43.56 (8.00) 46 .57 (6 .68) 47 .98 (7 .28) 46.75 (9.30) 
平（6均月値一4の月差） +2.45 0.87 +0.31 十1.13 +1.25 0.26 
相関係数 0.620 0.716 0.558 0 .461 0 .448 0.724 
平均値の差 P<. 001で有意 N. S. N. S. P<.01で有意 P<.01で有意 N. S. の検定結果
表12 安定 不安定尺度の所属学科別平均値及び標準偏差
式！体育系 医療（n＝技47術） 系 美術 系 家 政系 教 育 系 看護系(n='l07) (n=85) (n=290) (n=273) (n=77) 
4 月 42 .27 (7 .34) 45.23 (6.47) 45.76 (5.82) 45 .21 ( 6 .01) 47 .66 (6. 72) 47. 57(5 .32) 
6 月 44 .47 (7 .00) 43.77 (7.73) 45.00 (6.89) 45.53 (6.17) 46 .85 (6 .95) 46 .43 (6 .82) 
平（6均月値4の間差 +2.20 -1.46 -0.76 +0.32 -0.81 -1.14 
相関係数 0.438 0.752 0.554 0.443 0.501 0.535 
平検均値の差
の 定結果 P<.01で有意 N. S. N. S. N. S. N. S. N. S. 
表13 充実一空虚尺度の所属学科別平均値及び標準偏差
よs:体育系 医療（n＝技47術） 系 美 術 系 家 政系 教 育系 看護系(n=l07) (n=85) (n= (290 (n=273) (n=77) 
4 月 43.84 (9.90) 48.70 (7 .15) 48 .64 (7 .26) 47 .67 (7 .66) 49 .08 (8 .29) 51.60 (6 .87) 
6 月 45 .20 (9 .54) 45.04 (9.17) 46.61 (8.96) 47 .80 (7 .90) 47.73 (8.13) 49 .75 (8 .33) 
平（6均月値一4の月差） +1.36 3.66 2.03 +0.13 -1.35 -1.85 
相関係数 0.543 0.610 0 .516 0 .418 0 .481 0.448 
平均値定の差
の検 結果 N. S. P<.01で有意 P<.05で有意 N. S. P<.01で有意 P<.05で有意
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は，減少を示した医療技術系・美術系 ・看護系 ・教育系で認められる。これらの学科の学生は
4月の時点では充実感が高かったのであるが， 2か月間にかなり低下したことになる。
これらの結果を組み合わせて整理してみると， 3尺度とも増加しているのは体育系と家政系
で，逆に3尺度とも減少しているのは医療技術系と看護系である。もう一つのタイプは，連帯
孤独尺度で増加しているが，他の 2尺度で減少しているため，結果的に全尺度合計で減少し
ているもので，美術系と教育系がこれに該当する。
なわ，以上の結果については，入学志望との関連で，対象者の構成の違いによる影響がある
のではないかと考えられるので，厳密には対象者の入学志望の内訳を同一にした検討が必要で
ある。
4.得点水準からみた生活感情の変化
2・3節では入学志望別及び所属学科別に生活感情得点の変化をみてきたのであるが，さら
に視点を変えて若干の検討を加えてみたい。
2・3節の検討の過程で， 4月の時点で高得点、を示した群は 6月の時点で得点が減少した結
果となり，逆に， 4月の時点で低得点を示した群は6月の時点で得点が増加した結果となる傾
向が確認された。つまり，波動現象のようなものの存在が想定されるのである。そこで，ここ
では， 4月の時点の生活感情得点の水準と2か月間の変化との関連について調べてみることに
する。
(1）得点の類型化による検討
まず，傾向の確認のために， 4月時点の女子学生全体の全尺度合計点を高得点群 ・平均得点
群・低得点群に分けて， 4月から 6月への変化の内訳を調べてみよう。この場合，関連を端的
な形でと らえるために，中間的な得点のものは省いて処理してみる。3群の編成基準は次の通
りである。
① 高得点群……4月の時点で，全尺度合計が 158点以上であるもの。
②平均得点群……4月の時点で，全尺度合計が 143～ 136点であるもの。
③低得点群……4月の時点で，全尺度合計が121点以下であるもの。
これらの群について，4月と6月との間の変化（ 6月－4月）の平均値を算出してみたのが
表14である。この表から，高得点群は得点が減少する方向で変化し，低得点群は得点が増加す
表14 高・平均・低得点群の2か月の差（6月一4月）の平均値及び標準偏差
工γ」竺 品得（n点 群）① =148 平均得 点群②(n=l61 低得（n点 群）③ =139 
全 尺 度合計 -10. 69(17. 72) -0. 71 (16. 12) + 13. 86 (19. 76) 
連 帯ー孤 独 - 2. 01 ( 6. 16) 十0.90( 6.49) + 5. 01 ( 7.08) 
安 定 不安定 - 2. 93( 6. 46) -0 .19 ( 5. 26) 十 4.02 ( 7.53) 
充 実一空 虚 - 5. 76( 8.08) -1.42 ( 7.48) + 4. 83 ( 8. 63) 
(i：主）①158点以上，②143～136点，③121点以下
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る方向で変化する傾向が確認される。また，高得点群の場合，充実一空虚尺度の減少が大きい
ことも明らかである。
念のため，逆の観点からも調べてみよう。表3を利用して，全尺度合計の変化を中心に次の
基準で増加群 ・不変群 ・減少群に分ける（この場合も，違いを際立たせる意味で，中間的なも
のは省いた）。
①増加群……2か月間の変化（6月－4月）が＋18点以上であるもの。
② 不変群……2か月間の変化が＋3～－3点であるもの。
③減少群……2か月間の変化が一18点以下であるもの。
4月の時点及び6月の時点の平均値を算出したのが表15であるが この表からも明確な一つ
の傾向を指摘することができる。すなわち， 4月時点の得点水準は， 増加群は低く，不変群は
平均に近く，減少群は高いことであり， 6月の時点になると，増加群と減少群の得点水準がち
ょうど逆の関係になることである。つま り， 全尺度合計でも各尺度でも， 4月の時点で得点の
高かった者はネガティブな方向を，逆に得点の低かった者はポジティブな方向を，その後の生
活で強めていると負手釈されるのである。
表15 増加 ・不変.i威少群の平均値及び標準偏差
；三、立1増（n＝加147群）① 不（n＝変158群）⑦ 減（n＝少132群）③ 
4 月 124. 72 (18. 68) 140 .97 (17.15) 150 .44 (17. 66) 
全尺度合計
6 月 153.22 (16.46) 140.85 (17. 14) 120.54 (20.63) 
4 月 40 .56 ( 6.52) 45.92 ( 6.83) 49.05 ( 6.44) 
連帯ー孤独
6 月 50 .47 ( 6. 15) 46 .44 ( 7.00) 40.55 ( 7.87) 
4 月 41.94 ( 7. 38) 46.56 ( 6. 12) 49 .13 ( 6. 60) 
安定一不安定
6 月 49.71 ( 5.76) 46.56 ( 5.51) 40.38 ( 7.56) 
4 月 42 .22 ( 8. 35) 48 .49 ( 7.14) 52.27 ( 8.14) 
充実一空虚
6 月 53.04 ( 7.70) 47 .85 ( 7. 09) 39 .61 ( 8.11) 
（注）①十18点以上，②＋3～－3点，③－18点以下（表3参照）
(2）相関係数の算出による検討
以上のように，得点水準と変化との聞に関連のあることが確認されたので，次は全体的にど
のような関連があるかを調べてみることにする。この検討に当たっては，4月時点の得点と，
4月と6月の聞の得点差 （すなわち，変化） との聞の相関係数を算出してみた。
表16に示すように，全体的にマイナスの相関係数にある。マイナスの相聞で高い係数である
ことは，4月の時点で得点、が高かった者ほど得点の減少が大きいこと，あるいは4月の時点で
得点が低かった者ほど得点の増加が大きいことを意味する。全体として，－0.44であるから，
かなり相聞がある（本質的に関係がある）といえる。したがって，必ずしも明確なものとは
いえな いにしても，ポジテ ィブな生活感情にあった者はネガテイプな方向へ， ネガティブな
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表16 4月時点の得点と変化（6月－4月）との相関係数
対 象群
尺 度 全尺度合計 連帯 孤独 安定不安定 充実空虚
女 子 学 生 全 体 -0.441 -0.458 -0.475 -0 .514 
大学も学科も第一志望 0 .461 -0.441 -0.471 -0 .495 
大学は第一志望，学科は第二志望 0.396 -0 .481 -0.442 -0.427 
入学志望
大学は第二志望，学科は第一志望 0.361 0.399 -0.497 -0.465 
大学も学科も第二志望 0 .455 -0.478 0 .474 一o.691
医療技 術系 -0 .534 -0 .551 -0.574 -0.507 
｛本 育 系 -0 .095 -0.296 -0 .128 -0 .210 
美 jf,j 系 -0 .205 -0.366 -0 .329 -0.376 
所属学科
家 政 系 -0.520 -0 .553 -0.510 -0 .573 
教 育 系 0 .444 0 .449 -0.474 0.546 
看 護 系 -0.156 -0.122 -0 .278 -0.388 
生活感情にあった者はポジティブな方向へと変化する傾向は， 全体と してもいえることであ
る。
では，このような変化はなぜ起こるのか。この点の意味づけについては，漠然とした解釈に
とどまるのではあるが，人の感情の流れが波のよ うに うねりをもって変化することの現われと
みなしたい。すなわち，感情の変化においては，高ぶったものはブレーキがかかる形で鎮静化
に向かい，落ち込んだものは転換をはかる形で回復に向かうという動き を伴うのではないか。
環境の変化などに伴い感情も変化するのであるが，社会生活を送っていく過程では， 現実に適
応する線に沿って修正が働くのではなかろう か。全体感情とでもいうべき広がりと持続性をそ
なえている生活感情は， ゆっくりと した大きなうねりとなって現われることになる。
いずれにせよ， 一般化には一層のデ ターの積み重ねが必要であり，多方面からの考察 ・論議
が必要とされる。
N おわりに
今回の入学初期における女子短大生の生活感情の調査からは，次に要約するようなことが明
らかになった。
① 女子学生全体の，平均化しでみた全体像としての生活感情は，入学初期の 2か月間にお
いてはほとんど変化していない。
② しかし，尺度別にみると，連帯感の増加， 充実感の減少という変化が認められ，特に
高かった充実感の減少は“五月病”の存在を裏付けるものである。
③ また，個別的にみると，大きく 変化した者も少くない。全体としてほとんど変化してい
ない結果になったのは，④～⑥にあげるような逆方向の変化があって，ちょうど打ち消し合う
ような動きを含んでいるためである。
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④入学志望によって変化が異なり，第一志望入学者のネガテイブ化，第二志望入学者のポ
ジティブ化が認められる。
⑤所属学科によっても変化が異なり，ネガティブ化する学科もポジティブ化する学科もみ
られる。
⑥ 4月時点の得点水準によっても変化の方向が異な り，高い得点であった者のネガティブ
化，低い得点であった者のポジテ ィブ化， つま り平均化傾向をも った波動現象とでもい うべき
変化が認められる。
はじめにも述べたように，この報告は， 一連の研究の中に位置づけらろれもので，多くの検
討すべき課題をもっているのであるが，本報告自体においても，項目分析や他資料の比較検討
にまで及んでいなしミ。さらに今後資料の整理を堺めて， 報告したいと考えている。
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（付 記）
57年度をも って定年退職される佐々木秀一教授の在職中にいただいたご指導に心から感謝を
申し上げ，先生の今後のご健康とご活躍をお祈りいた します。
